






66 歳男性，右不全片麻痺と構音障害を主訴に来院し，頭部 MRI にて多発性脳梗塞を認め，血液検
査で凝固能の亢進を認めた．Trousseau 症候群による脳梗塞を疑い，腫瘍マーカーのチェックを行
ったところ，CA19-9 の著明な上昇を認め，腹部 CT で膵頭部に嚢胞性病変を認め，生検術の結果，































96 mg/dl，HbA1c：5.8 % と脂質異常症や糖尿病は
認められなかった．また BNP：19.3 pg/ml とほぼ
正常であった．凝固線溶系検査では，PT：14.2 秒，
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PT-INR：1.2，APTT：29.3 秒，フィブリノーゲン：
92 mg/dl，FDP：144.8 μg/ml，D−ダイマ ：ー21.2 μ

































いた FDP，D −ダイマー，SF が再度上昇しており，
さらに第 19 病日の血液検査では手術の影響もあっ
て，FDP，D −ダイマー，SF はさらに上昇しており，
第 20 病日の頭部 MRI 検査では新たにごく小さな脳
梗塞巣が出現していた．（図3）
引き続きヘパリン Ca 皮下注で経過を見たところ，



































図 2　傍大動脈，上腸間膜のリンパ節腫大を認め，膵頭部に径 5 ㎝の囊胞性病変を認
めた．





















出血，256 例が脳梗塞であり，脳梗塞の 117 例が症
候性脳梗塞で，症候性脳梗塞の原因として最も多
かったのは NBTE（32例：27.4%）で，次いで多かっ
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